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§１．研究開発実施体制  
（１）「研究代表者」グループ（国立遺伝学研究所） 

① 研究開発代表者：宮城島 進也 （国立遺伝学研究所 遺伝形質研究系、教授） 
② 研究項目 
・単細胞紅藻イデユコゴメ類の超高密度開放培養系の開発 
・単細胞紅藻イデユコゴメ類の新規有用株の単離と選抜 
・単細胞紅藻イデユコゴメ類における遺伝的改変技術の高度化 

 
（２）「臼井国際産業」グループ（臼井国際産業） 

① 主たる共同研究者：林 耕一 （臼井国際産業株式会社 商品企画部） 
② 研究項目 

・単細胞紅藻イデユコゴメ類の超高密度開放培養装置の作成 
・単細胞紅藻イデユコゴメ類の培養コストの低減 
 

（３） 「日本農産工業 G」グループ（日本農産工業 G） 
① 主たる共同研究者：水谷 亮介 （日本農産工業株式会社 水産技術センター） 
② 研究項目 

・単細胞紅藻イデユコゴメ類の魚類試料としての特性評価 
・単細胞紅藻イデユコゴメ類を原料とする魚類試料の開発 

 
§２．研究開発成果の概要  
研究の目的 
淡水の高温酸性環境に生息し、高濃度のビタミン類・タンパク質を含有する単細胞紅藻イデユコゴ

メ類のうち、我々がその作出法を開発した細胞壁を持たず内容物抽出が容易な１倍体を用い、超

高密度開放培養系の開発による培養コストの大幅削減（POC1）、生産される藻体を原料とする水

産用試料（魚粉代替タンパク質源）の開発（POC2）、並びに遺伝的改変を利用した微細藻類の新

規の高度利用方法の開発（POC3）を行う。 
 
本年度の実施内容と成果 
本年度は、イデユコゴメ類１倍体の高密度開放培養のスケールアップとそれにおいて生じる各課題

の解決、培地コストの低減、安価な開放培養・藻体回収装置の開発、魚類用飼料としての有効性

の検討、育種技術の改良を行い、以下の成果を上げた 
 
（１） イデユコゴメ類の超高密度開放培養系の開発、培養コストの低減、新規有用株の単離と選抜 
前年度確立した樽型の開放培養を、光の利用効率の高いフラットパネル型に変更し、混合培養

（光合成と培地中の糖によるハイブリッド）による開放培養系を確立した。条件検討の結果、5 日間

で 10 g 乾燥藻体/L のコンタミネーションフリーの培養を実現することに成功した。また国内各所か



 

ら採集した試料から、新規株を多数確立し、それぞれの株について含有成分量、増殖速度、細胞

強度などを測定し、今後の開発に資する株を選抜した。 
 
（２）イデユコゴメ類の魚類飼料としての有効性評価 
淡水魚を用いた安全性試験の結果に基づき、今後、イデユコゴメ類を水産養殖用の飼料原料とし

て利用するために FAMIC への登録を行った。また、海水魚数種を用いた試験を行った結果、イ

デユコゴメ類を飼料原料として十分に利用できることを示す結果を得た。 
 
（３）遺伝的改変技術の高度化 
イデユコゴメ類の１種であるガルデリアにおいて、内在の URA3.5 遺伝子を利用した、セルフクロ

ーニング技術を開発した。また、前年度ガルデリアで開発した掛け合わせ育種系を、ガルデリア以

外のイデユコゴメ類でも行うための方法を開発した。 
 


